
　大好き！福山
～ふるさと学習～ 小 1

小 2 小 3 小 4 小 5 小 6 中 1 中 2
中 3

福
ふ く

　山
や ま

自
し

然
ぜん

・環
かん

境
きょう

伝
でん

統
とう

・文
ぶん

化
か

産
さん

業
ぎょう

歴
れき

史
し

人
じん

物
ぶつ

福
ふくやま

山を大
だい

好
す

きになる　『大
だい

好
す

き！福
ふく

山
やま

 〜ふるさと学
がく

習
しゅう

〜』

みなさんは，福
ふくやま

山が好
す

きですか？
　　　　　　自

じ

分
ぶん

たちが住
す

んでいる福
ふくやま

山のことを，知
し

っていますか？
　　　　　　遠

とお

くに住
す

んでいる人
ひと

に，福
ふくやま

山の素
す

晴
ば

らしさを伝
つた

えることができますか？

　福
ふくやま

山の町
まち

は，芦
あし

田
だ

川
がわ

の流
なが

れによって生
う

まれた大
だい

地
ち

で，人
ひとびと

々はくらしを豊
ゆた

かにするための
努
ど

力
りょく

を続
つづ

け，大
おお

きな町
まち

へと発
はってん

展させてきました。今
いま

みなさんが見
み

ている福
ふくやま

山の「自
し

然
ぜん

・
環
かん

境
きょう

，産
さん

業
ぎょう

，歴
れき

史
し

・伝
でんとう

統文
ぶん

化
か

」などは，すべて先
せんじん

人の知
ち え

恵と努
ど

力
りょく

によって生
う

み出
だ

された
ものです。

　「大
だい

好
す

き！福
ふく

山
やま

 〜ふるさと学
がく

習
しゅう

〜」に取
と

り組
く

むみなさんには，こうした福
ふく

山
やま

の資
し

源
げん

や
それに関

かか

わる人
ひとびと

々の営
いとな

みを，「知
し

る・体
たいけん

験する・実
じっせん

践する」ことを通
とお

して，「福
ふく

山
やま

１００
NEN 教

きょう

育
いく

」がめざす，福
ふく

山
やま

を大
だい

好
すき

きになり，様
さま

々
ざま

な人
ひと

とのつながりを大
たい

切
せつ

にし，学
がっ

校
こう

や
地
ち

域
いき

，家
か

庭
てい

で 自
みずか

ら進
すす

んで行
こう

動
どう

化
か

できる力
ちから

を身
み

に付
つ

けてほしいと考
かんが

えています。

　　　Step １「知
し

る」
　　　　　　　　福

ふくやま

山や身
み

近
ぢか

な地
ち

域
いき

の歴
れき

史
し

や産
さんぎょう

業，祭
まつ

りに込
こ

められた人
ひとびと

々の願
ねが

いなど，見
み

たり聞
き

いたりしながら自
じ

分
ぶん

たちで調
しら

べ，知
し

ることがスタートです。
　　　Step ２「体

たいけん

験する」
　　　　　　　　「なぜだろう，確

たし

かめてみたい，やってみたい・・・」と思
おも

った時
とき

には，
さまざまな場

ば

所
しょ

を訪
おとず

れたり，様
さまざま

々なものに直
ちょくせつ

接触
ふ

れたりして，体
たいけん

験してく
ださい。

　　　Step ３「実
じっせん

践する」
　　　　　　　　「知

し

る・体
たいけん

験する」ことで学
まな

んだことを活
い

かし，自
じ

分
ぶん

たちにできること
を考

かんが

え，実
じっせん

践してください。

　みなさんは，自
じ

分
ぶん

の世
せ

界
かい

をどんどん広
ひろ

げながら大
お と な

人になっていくことでしょう。
　将

しょうらい

来，みなさんの生
い

きていく場
ば

所
しょ

がどこであっても，待
ま

ち受
う

けている様
さまざま

々な困
こんなん

難にぶつ
かっても，多

おお

くの仲
なか

間
ま

と一
いっしょ

緒に学
まな

び育
そだ

った，“大
だい

好
す

きな福
ふくやま

山” が，あなたに勇
ゆう

気
き

と希
き

望
ぼう

を与
あた

えてくれるはずです。

　みなさんが，自
じ

分
ぶん

の夢
ゆめ

を抱
いだ

き実
じつげん

現させながら，福
ふくやま

山で，日
に

本
ほん

で，世
せ

界
かい

で，たくましく生
い

きていく人
ひと

に成
せいちょう

長していくことを願
ねが

っています。
２０１８年

ねん

（平
へいせい

成３０年
ねん

）４月
がつ

　　福
ふく

山
やま

市
し

教
きょう

育
いく

委
い

員
いん

会
かい

－ 1 －－ 1 －
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―　も　く　じ　―

ページ 《活用可能な教科例》
○　広がれ♪ローズマインド「心に咲く花」 4 音，特
○　ばらのまちから　～斉唱バージョン～ 6
○　福山の歴史と芦田川の恵み 10 社，総
Ⅰ　自然・環境 ページ 《活用可能な教科例》
１　身近な町のようす （１年～４年） （５年～）

（１）町たんけん１ 12 生，国，理
（２）町たんけん２ 20 生

２　わたしたちの福山市
（１）校区の地図作り 33 社
（２）福山市の大きさと人口  35 社，算
（３）福山市の様子  36 社
（４）わたしたちのくらしと市のしせつ  38 社
（５）福山市の地図  40 社 英

３　わたしたちの県
（１）わたしたちの広島県  45 社，算
（２）福山市とちがう土地のくらし  48 社，算 理，技・家

知っとる？ふくやま　チャレンジコーナー（自然・環境編） 59

Ⅱ　産　業 ページ 《活用可能な教科例》
１　田や畑で働く人々の仕事 （１年～４年） （５年～）

（１）米を作る仕事 60 国，社，保，総 技・家
（２）やさいを作る仕事  60 国，社，保，総 技・家
（３）くだものを作る仕事  63 国，社，保，総 技・家
（４）その他の農産物を作る仕事 64 国，社，保，総 技・家

２　海辺で働く人々の仕事  65 国，社，総 技・家
３　店で働く人々の仕事

（１）1 週間の買い物調べ 68 国，社
（２）スーパーマーケット調べ 69 国，社
（３）商店街調べ 70 国，社
（４）福山市の商店 70 国，社

４　工場で働く人々の仕事
（１）せんい工場 73 国，社，総 算，家，技・家
（２）木材・木製品工場 74 国，社，総 技・家
（３）鉄をつくる工場 75 国，社 技・家

５　郷土の伝統工芸
（１）福山琴 77 社，音，総 国，音，英，道
（２）備後かすり 78 社，総 国，家，技・家，英，道
（３）下駄 79 社，総 国，技・家，英，道
（４）備後表 80 社，総 国，技・家，英，道

これからいっしょに，福
ふくやま

山のことに

ついて，楽
たの

しく勉
べんきょう

強しようね！

この本
ほん

を，いろいろ

な教
きょう

科
か

で使
つか

って学
がくしゅう

習

しよう！
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（５）福山市以外での伝統的な工業「熊野町の筆」 81 社 国，技・家，英，道
知っとる？ふくやま　チャレンジコーナー（産業編） 85

Ⅲ　歴史・伝統文化 ページ 《活用可能な教科例》
１　むかしを伝えるもの （１年～４年） （５年～）

（１）まつりや行事 86 社，図，総，道 国，体，英
（２）昔の建物と町並み 90 社，図，総，道 国，技・家，英

２　くらしのうつりかわり
（１）くらしの道具 95 社，総
（２）農家のようす 95 社，総
（３）商店のようす 96 社，総
（４）食事のようす 97 社，総，保 家，技・家
（５）遊びのようす 98 社，総

３　市のうつりかわり
（１）新しい土地を作る 99 社
（２）福山空しゅうのころ 100 国，社，総
（３）製鉄所ができて 101 社
（４）明日の福山をめざして 102 社，算 体，保

知っとる？ふくやま　チャレンジコーナー（歴史・伝統文化編） 105

Ⅳ　先　人 ページ 《活用可能な教科例》
１　長谷川新右衛門 106 社，総，道 国
２　本庄重政 106 社，総，道 国
３　葛原勾当・しげる 107 社，音，総，道 国
４　丸山茂助 107 社，総，道 国
５　木下夕爾 107 社，音，総，道 国
知っとる？ふくやま　チャレンジコーナー（先人編） 108

Ⅴ　今・未来 ページ 《活用可能な教科例》
１　けんこうなくらしをささえる

（１）生活とごみ 109 国，社，算，理，総 算，家，技・家，道
（２）くらしと水 113 国，社，算，理 保

２　安全なくらしをまもる
（１）火災からくらしをまもる 116 国，社，算 算，保
（２）交通事故からくらしをまもる 121 国，社，算 保，道
（３）海の安全をまもる 124 国，社 保

知っとる？ふくやま　チャレンジコーナー（今・未来編） 125
○　Rose for Peace ひとつの折りばらに平和の願いを込めて！ 126
○　手話を知ろう！体験しよう！ 130
○　知っとる？ふくやま　チャレンジコーナー解答 132
　【資料編】　福山市の歴史 133 社，総
　　　　　　福山市の親善友好都市 138 社，総
　　　　　　福山市の名誉市民一覧・下巻掲載の先人 139 国，社，総，道

各
かくしょう

章の終
お

わりの「知
し

っとる？ふくやまチャレンジコーナー」は，福
ふくやま

山

知
し

っとる検
けんてい

定に出
だ

された問
もんだい

題だよ。ぜひ，チャレンジしてみてね！



広
ひ ろ

がれ♪ローズマインド
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　この曲
きょく

は，２００６年
ねん

（平
へいせい

成１８年
ねん

）に福
ふくやま

山ばら祭
まつり

のテーマ曲
きょく

として
誕
たんじょう

生しました。みんなの歌
うたごえ

声とともに，ローズマインド［思
おも

いやり・優
やさ

しさ・助
たす

け合
あ

いの心
こころ

］をたくさんの人
ひと

に届
とど

けよう！

心
こころ

に咲
さく

く花
はな

作
さく

詞
し

・作
さっ

曲
きょく

・編
へん

曲
きょく

　坪
つぼ

北
きた

紗
さ

綾
や

香
か
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一
、
だ
れ
か
に
花
た
ば
を　

あ
げ
た
こ
と
は
あ
る
？

　
　

ま
っ
白
な
ば
ら
を　

あ
げ
た
こ
と
は
あ
る
？

　
　

き
み
へ
の
思
い
が　

強
く
な
っ
て
ゆ
く

　
　

す
な
お
な
気
も
ち
を　

白
い
花
た
ば
に
こ
め
て

　
　

今
の
き
み
に
ぼ
く
は　

何
が
で
き
る
だ
ろ
う

　
　

き
み
を
思
う
だ
け
で　

心
み
た
さ
れ
て
ゆ
く

　
　

百
万
本
の
花
た
ち
よ　

咲
き
み
だ
れ
る
ば
ら
た
ち
よ

　
　

こ
こ
に
え
が
こ
う　

心
に
さ
く
花
の
色

　
　

百
万
本
の
花
た
ち
よ　

咲
き
み
だ
れ
る
ば
ら
た
ち
よ

　
　

こ
こ
に
作
ろ
う

　
　

み
ら
い
へ
つ
づ
く
み
ん
な
の
花

二
、
き
み
に
は
大
切
な　

人
が
い
る
の
か
な
？

　
　

ぼ
く
に
は
大
切
な　

き
み
が
い
る
ん
だ

　
　

だ
れ
で
も
ど
こ
か
に　

そ
ん
な
人
が
い
る

　
　

い
つ
だ
っ
て
き
み
の　

そ
ば
に
い
た
い
よ

　
　

こ
の
ち
き
ゅ
う
の
中
で　

そ
ん
な
人
に
会
え
て

　
　

み
ん
な
強
く
な
っ
て　

い
つ
も
わ
ら
っ
て
ら
れ
る
よ

　

＊
百
万
本
の
花
た
ち
よ　

咲
き
み
だ
れ
る
ば
ら
た
ち
よ

　
　

こ
こ
に
え
が
こ
う　

心
に
さ
く
花
の
色

　
　

百
万
本
の
花
た
ち
よ　

咲
き
み
だ
れ
る
ば
ら
た
ち
よ

　
　

こ
こ
に
作
ろ
う

　
　

み
ら
い
へ
つ
づ
く
み
ん
な
の
花
＊

　
　
（
＊
～
＊　

く
り
か
え
し
）



作
さ く

詞
し

渡
わ た

邉
な べ

千
ち

夏
な つ

・法
ほ う

堂
ど う

晴
は る

香
か

歌
か

詞
し

監
かん

修
しゅう

皿
さ ら

海
が い

達
た つ

哉
や

作
さ っ

　 曲
きょく

溝
み ぞ

入
い り

敬
け い

三
ぞ う

編
へ ん

　 曲
きょく

野
の

澤
ざ わ

啓
け い

子
こ

　市
し

制
せい

施
し

行
こう

１００ 周
しゅう

年
ねん

の機
き

会
かい

に，みなさんが，ふるさと福
ふく

山
やま

を心
こころ

の支
ささ

え
にして，自

じ

分
ぶん

の夢
ゆめ

に向
む

かいたくましく生
い

きていく力
ちから

となる合
がっ

唱
しょう

曲
きょく

がで
きました。ここでは，その曲

きょく

を歌
うた

いやすく斉
せい

唱
しょう

用
よう

にしたものを 紹
しょう

介
かい

し
ています。新

あら

たな１００年
ねん

に向
む

かって歌
うた

い継
つ

いでいきましょう！

ばらのまちから ～斉
せい

唱
しょう

バージョン～

－ 6 －



　この歌
うた

の歌
か

詞
し

は，福
ふく

山
やま

市
し

内
ない

の小
しょう

中
ちゅう

高
こう

校
こう

生
せい

から募
ぼ

集
しゅう

して
作
つく

られたんだよ。

福
ふく

山
やま

市
し

では，
５月

がつ

２１日
にち

は「ばらの日
ひ

」

－ 7 －－ 6 －



　 将
しょう

来
らい

への夢
ゆめ

や希
き

望
ぼう

，故
ふる

郷
さと

への誇
ほこ

り，友
とも

達
だち

への思
おも

い…。
たくさんの思

おも

いが込
こ

められている歌
うた

だね。

－ 8 －



ばらのまちから
覚
おぼ

えている　このばらや緑
みどり

　何
なに

もかもが　あのときのまま
ぼくたちを　出

で

会
あ

わせてくれた　特
とく

別
べつ

なところ
共
とも

に笑
わら

った　あの場
ば

所
しょ

も　共
とも

に泣
な

き合
あ

った　あの日
ひ

々
び

も
ぼくにとっては　大

たい

切
せつ

な宝
たから

物
もの

なんだ
だから…　　あの日

ひ

の思
おも

い出
で

　忘
わす

れないよ
きみといると　いつも感

かん

じる　きみの笑
え

顔
がお

は　花
はな

なんだよ
ぼくの心

こころ

に　ほんのりと咲
さ

く　淡
あわ

い思
おも

い出
で

のばらなんだ

緑
みどり

がさわぎ　花
はな

咲
さ

き乱
みだ

れ　小
こ

鳥
とり

たちが　鳴
な

きかわしてる
ぼくの心

こころ

を　和
なご

ませてくれる　特
とく

別
べつ

なところ
きみと歩

ある

いた　あの道
みち

も　きみと走
はし

った　あの丘
おか

も
ぼくにとっては　大

たい

切
せつ

な宝
たから

物
もの

なんだ
だから…　　あのときの足

あし

音
おと

　忘
わす

れないよ
ここに来

く

るたび　聞
き

こえてくるのは
ぼくらが歌

うた

った　メロディーなんだよ
ぼくの心

こころ

は　包
つつ

まれる　さわやかな風
かぜ

と　ばらの香
かお

り

友
とも

だちがいて　友
ゆう

情
じょう

がある　この町
まち

があるから　未
み

来
らい

がある
物
もの

語
がたり

は　ここから始
はじ

まる　特
とく

別
べつ

なところ
きみと語

かた

った　あの木
こ

陰
かげ

　きみと喧
けん

嘩
か

した　あの街
まち

角
かど

も
ぼくにとっては　大

たい

切
せつ

な宝
たから

物
もの

なんだ
だから…　　ふるさとのこの町

まち

　忘
わす

れないよ
ばらを見

み

ると　いつも感
かん

じる　未
み

来
らい

の記
き

憶
おく

が　夢
ゆめ

なんだよ
この地

ち

に抱
だ

かれて　平
へい

和
わ

と希
き

望
ぼう

の物
もの

語
がたり

　育
そだ

ててゆこう

１番
ばん

２番
ばん

３番
ばん

　２０１６年
ねん

（平
へい

成
せい

２８年
ねん

）７月
がつ

１日
にち

に行
おこな

われ
た「福

ふく

山
やま

市
し

市
し

制
せい

施
し

行
こう

１００ 周
しゅう

年
ねん

記
き

念
ねん

式
しき

典
てん

」で，
初
はじ

めて市
し

民
みん

の皆
みな

さんの前
まえ

で披
ひ

露
ろう

されました。

－ 9 －－ 8 －



〔鞆
とも

の港
みなと

〕

〔草
くさ

戸
ど

千
せん

軒
げん

町
ちょう

遺
い

跡
せき

〕

〔福
ふくやまじょう

山城〕 〔備
びんご

後かすり〕 〔下
げ た

駄〕〔琴
こと

〕

福
ふくやま

山の歴
れき

史
し

と芦
あし

田
だ

川
がわ

の恵
めぐ　　

み

福
ふくやま

山についての学
がくしゅう

習を始
は じ 　 　

める前
まえ

に，どのようにして福
ふくやま

山の町
まち

ができてきたかをみ
てみよう！

… 約
やく

７００～５００年
ねんまえ

前

　（鎌
かまくら

倉時
じ

代
だい

～室
むろまち

町時
じ

代
だい

）

芦
あし

田
だ

川
がわ

の河
か

口
こう

に，草
くさ

戸
ど

千
せん

軒
げん

という町
まち

が栄
さか

える。

… 約
やく

４００年
ねんまえ

前

　（江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

）

水
みず

野
の

勝
かつ

成
なり

が，福
ふく

山
やまじょう

城や城
じょう

下
か

町
まち

を建
けんせつ

設する。

… 約
やく

１万
まん

２千
せんねんまえ

年前 芦
あし

田
だ

川
がわ

によって流
なが

された土
ど

砂
しゃ

がつもって，福
ふくやま

山の
大
だい

地
ち

ができる。

… 約
やく

１３００年
ねんまえ

前

　（奈
な ら

良時
じ

代
だい

）

鞆
とも

が瀬
せ

戸
と

内
ない

海
かい

を航
こうこう

行する船
ふね

に
とって重

じゅう

要
よう

な港
みなと

町
まち

として栄
さか

える。

　町
まち

があった場
ば

所
しょ

からは中
ちゅう

国
ごく

や朝
ちょう

鮮
せん

の

器
うつわ

やお
　 か ね

金が発
はっけん

見されたんだよ。生
せいかつ

活に

必
ひつよう

要な様
さまざま

々なものが売
う

り買
か

いされたに

ぎやかな町
まち

だったようだね。

　城
じょう

下
か ま ち

町には，芦
あし

田
だ

川
がわ

の水
みず

を利
り

用
よう

した，全
ぜんこく

国
５番

ばん
目
め

の水
すいどう

道設
せつ

備
び

も作
つく

られました。また，
福
ふくやま

山を代
だいひょう

表する，琴
こと

・備
びん

後
ご

かすり・下
げ た

駄など
もこのころから作

つく
られ始

はじ
めたんだよ。

－ 10 －

　当
とう

時
じ

の人
ひとびと

々は，芦
あし

田
だ

川
がわ

や海
かいがん

岸の近
ちか

くで，

狩
か

りや漁
りょう

をしてくらしていたんだよ。



〔洪
こうずい

水で流
なが

された家
いえ

〕

〔空
くう

しゅうで焼
や

かれた町
まち

〕

１００周
しゅう

年
ねん

〔現
げんざい

在の製
せいてつしょ

鉄所〕

… １９１６年
ねん

（大
たいしょう

正 5 年
ねん

）

野
の

上
がみ

町
ちょう

と三
み

吉
よし

町
ちょう

が合
がっぺい

併し，福
ふく

山
やま

市
し

が誕
たんじょう

生する。

… １９４５年
ねん

８月
がつ

８日
にち

（昭
しょう

和
わ

２０年
ねん

）

アメリカ軍
ぐん

による空
くう

しゅうにより，町
まち

の８０％が焼
や

ける。

… １９６１年
ねん

（昭
しょう

和
わ

３６年
ねん

）

日
に

本
ほんこうかん

鋼管福
ふくやま

山製
せいてつしょ

鉄所の
福
ふくやま

山進
しんしゅつ

出が決
けってい

定する。

… ２０１６年
ねん

（平
へい

成
せい

２８年
ねん

）

福
ふくやま

山市
し

は１００歳
さい

の誕
たん

生
じょう

日
び

を迎
むか

える。

　今
いま

，福
ふくやま

山は，人
じんこう

口４７万
まんにん

人を超
こ

え，広
ひろしまけん

島県では２番
ば ん め

目，中
ちゅうごく

国地
ち

方
ほう

でも４番
ばん

目
め

に大
おお

きな町
まち

になりました。これは，長
なが

い年
ねんげつ

月の間
あいだ

の先
せんじん

人たちの努
ど

力
りょく

の証
あかし

です。
　この長

なが

い年
ねんげつ

月の間
あいだ

，人
ひとびと

々のくらしとともにあったのが芦
あし

田
だ

川
がわ

です。人
ひとびと

々は，芦
あし

田
だ

川
がわ

に
よって作

つく

られた大
だい

地
ち

に住
す

み，芦
あし

田
だ

川
がわ

の水
みず

の恵
めぐ

みを受
う

け，
生
せいかつ

活を豊
ゆた

かにしてきました。時
とき

には，芦
あし

田
だ

川
がわ

の洪
こうずい

水などで，
苦
くる

しめられることもありましたが，そのつど知
ち え

恵と力
ちから

を
結
けっしゅう

集して，その困
こんなん

難を乗
の

り越
こ

え，町
まち

を大
おお

きくしてきました。
　今

いま

，わたしたちが見
み

ることのできる福
ふくやま

山の自
し

然
ぜん

・産
さんぎょう

業・
歴
れき

史
し

・伝
でんとう

統文
ぶん

化
か

などは，先
せんじん

人が芦
あし

田
だ

川
がわ

からの恵
めぐ

みを受
う

け，
芦
あし

田
だ

川
がわ

と闘
たたか

い，創
つ く 　 だ

り出してきたものなのです。 〔明
みょうおうだい

王台からみた朝
あさ

日
ひ

と芦
あしだがわ

田川〕

現　在

－ 11 －－ 10 －

誕
たん

生
じょう

当
とう

時
じ

の福
ふく

山
やま

市
し

の人
じんこう

口は，約
やく

３２０００人
にん

だったよ。

　この年
とし

，大
おおあめ

雨による芦
あし

田
だ

川
がわ

の大
だいこうずい

洪水が

発
はっせい

生し，家
いえ

が流
なが

されたり，死
し

者
しゃ

が出
で

たりす

るなど，大
たいへん

変な被
ひ

害
がい

がでたんだ。昔
むかし

の芦
あし

田
だ

川
がわ

では，洪
こうずい

水が何
なん

度
ど

も起
お

きて，たびたび人
ひとびと

々

を困
こま

らせたんだよ。

　 戦
せん

後
ご

， 人
ひとびと

々 の 心
こころ

に や す ら ぎ を と り

もどそうと， 南
みなみ

公
こうえん

園の近
ちか

くの住
じゅうにん

人が，

１０００本
ほん

のばらの苗
なえ

を植
うえ

えました。こ

れが，「ばらのまち福
ふくやま

山」の始
はじ

まりだよ。

　世
せ

界
かい

最
さい

大
だい

級
きゅう

の製
せいてつしょ

鉄所が福
ふくやま

山進
しんしゅつ

出を決
めたのは，埋

う
め立

た
てによる広

ひろ
い土

と ち
地と

芦
あし

田
だ

川
がわ

の豊
ほう

富
ふ

な水
みず

があったからだよ。


